
 
 
 
 
 
「学力の３要素」の違いを知り、学習指導や学習評価することで、生徒に本物の学力が

身につきます。「画一的か・個性的か」「育つスパン」「育った姿が見えるか・見えないか」

の３つの違いから「学力の３要素」のエッセンスを示してみます。このエッセンスから、

「学力の３要素」を再認識してみては、いかがでしょうか？ 
註「(3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫し創造しよ

うとする実践的な態度を養う。」は、「技術を工夫し創造しようとする実践的な態度」と示します。 
 
エッセンス－１：画一的か・個性的か 
 

 

 

 

 

 

 個性的な「学力の３要素」は、学習評価の方法を工夫する必要があります。 

 

エッセンス－２：育つスパン 
 

 

 

 

 

 
 
「学力の３要素」が育つスパンによって、学習評価する時期を工夫する必要があります。 

 
エッセンス－３：育った姿が見えるか・見えないか  
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画一 的か？                                 個性的か？ 

「知識及び技能」 
で学習指導 

「思考力・判断力・表現力等」

で学習指導 

観点「思考・判断・表現」 
で学習評価 

「技術を工夫し創造しようとする

実践的な態度」で学習指導

             

見える 
化する 
必要有り 見える 

化する 
必要有り 

観点「主体的に学習に 
取り組む態度」で学習評価 

＜701＞ 「学力の３要素」の３つの違いのエッセンスは？ 

「知識及び技能」 
個性なし 

（理解は個性あり） 
 

「思考力・判断力・表現力等」 
考え方は数通り 
解決結果も数通り 

「技術を工夫し創造しよう

とする実践的な態度」 
個人により様々な実践 

「技術を工夫し創造する 
実践的な態度」 

            

長期スパン 実践的

態度力

 

「思考力・判断力・表現力等」 中期スパン 課題 
解決 

観点「知識・技能」 
で学習評価 

見える 

「知識及び技能」 短期スパン 習得 理解・概念化には長いスパンが必要 

 

学習活動の段階で育った姿が見えない「学力の３要

素」は、「見える化」して学習評価する必要がある。

「見える化」については、『303：学習成果が「見えな

い」学習評価の仕方のエッセンスは？』を参照下さい。 
 


